
研究開発と不確実性

検討会事務局アドバイザー

五十川 大也（大阪公立大学大学院経済学研究科教授）

門脇 諒（一橋大学社会科学高等研究員特任講師）

1

資料３



研究開発と不確実性

• 論点：
• 研究開発関係の投資環境において不確実性が足元で増加傾向にあるか。

• それが民間部門における研究開発にどのような影響を及ぼしうるか。

• 研究開発における不確実性（便宜的な整理）：
1. 技術的な不確実性（technological uncertainty）

2. 市場環境の不確実性（market uncertainty）

3. マクロショックに関する不確実性
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技術的な不確実性

• 技術の専門性の深化と研究開発規模の拡大により、複雑性が高まることに

より、研究開発のアウトカムに関する不確実性が高まりうる。

• 長岡他（2023）：米国特許データを企業レベルに集計したデータを用いて、サイエ

ンスの活用と研究チームの拡大により、研究開発の不確実性が高まることを確認。

• 技術の不確実性が企業の投資インセンティブにネガティブな影響を及ぼす
可能性。
• Coad et al. (2016)：英国のイノベーション調査のデータを用いて、労働生産性の低
い企業がイノベーションにおける隘路として技術(や市場)の情報不足を挙げる傾向に
あることを報告。

• Bolli et al. (2020)：技術的多様性（technological diversity）について論じる中で不
確実性の影響を分析。スイスのデータを用いた分析により、技術的な不確実性が企
業の調整コストを増大させ、技術的多様性がイノベーションに結びつきにくくなる
という結果。
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技術的な不確実性（続き）

• 技術の不確実性に関する近年の状況
• Community Innovation Survey（CIS）によるイノベーションにおける
隘路に関する状況。
• Department for Business, Energy & Industrial Strategy (2021)：英国のケース
で結果の時系列比較から、技術に関する情報の不足をイノベーションの隘路とし
て挙げる企業が増加傾向（COVIDの影響が大きい直近は微減）にあることを確認。

• サイエンスの活用に関する状況
• Arora et al. (2015)：米国企業の基礎研究比率が低下する中でサイエンスの活用
の程度は低下していないことを確認。

4



市場環境の不確実性

• 技術的な不確実性が変化しなくとも、市場環境の不確実性が大
きければ、研究開発のリターンの予測が困難になりうる。

• 市場環境の不確実性が企業の投資インセンティブにネガティブ
な影響を及ぼす可能性。
• Czarnitzki&Toole (2007, 2011)：ドイツの製造業を対象とした分析。

• Guiso&Parigi (1997)：イタリアの製造業を対象とした分析。
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市場環境の不確実性（続き）

• 市場環境の不確実性に関する近年の状況
• 国や産業による差異。

• Bloom (2014)：景気後退期に企業の売上に関する不確実性が高まる傾
向がある一方で、国によって大きな差異が見られる点を報告。

• Department for Business, Energy & Industrial Strategy (2021)：イノ
ベーションの隘路として市場情報の不足を挙げる企業が増加傾向であ
ることを確認。
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マクロショックに関する不確実性

• しばしばマクロ環境の不確実性が研究開発・イノベーションへ
のネガティブファクターとして論じられる。
• Global Innovation Index (WIPO, 2023)では具体例として、パンデミッ
ク、ウクライナ紛争、マクロ指標のボラティリティ、AIなどの急激な
技術発展を挙げている。

• Bloom (2014)：いくつかの指標で不確実性の変化を確認。景気後退時
に不確実性が高まる傾向が見られるが、政策的な不確実性（policy 
uncertainty）に着目した指標はリーマンショック以降高い水準に留
まっている。
• こういった指標を使った実証研究として、Gulen and Ion (2016)は不確実性が投
資を減退させる点を指摘。
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